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＊本稿は前号に掲載した斎藤晨二先生のシベリア調査メモの続編である。本号に掲載した
「ロシア極東の旅Ⅱ トナカイ放牧地を訪ねる」は、斎藤先生を研究代表者とする文部省（当
時）科学研究費補助金「シベリア牧畜民の民族学的研究」（1993-1995 年）をめぐる事情
と第一回目の現地調査の様子を克明に記した記録である。本稿に言及のあるように、この
調査に引き続き、斎藤晨二先生が研究代表者である科研費国際学術調査「シベリア狩猟・
牧畜民の生き残り戦略の研究」（1997-1999 年）が実施された。 
この第一回調査は編者もそのメンバ （ー研究協力者/研究分担者）として参加させていた
だいた調査で、この調査を契機に後のシベリア先住諸民族の文化研究に入ることができた
のであった。1991年のソ連崩壊により突如出現したといっても良い、外国人によるロシ
ア・シベリア現地調査であったが、その後日本のみならず所謂西側諸国の民族文化研究者
がシベリア入りして調査し始める先駆的な位置づけの国際学術調査といっても過言ではな
い。（編者 吉田睦）
『千葉大学　ユーラシア言語文化論集』15（2013)：151－174
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1 はじめに 
私が代表して申請した 1993～1995 年度にかけての文部省（当時）の国際学術研究「シ
ベリア牧畜民の民族学的研究」が採択されたとの知らせを受けて、先方の研究所からの参
加メンバーの氏名や日程を明記した招待状の取得、調査事項の文献による予備調査、予算
内でそれに要する費用の概算、必要な物品の下調べなど、準備を進めた。しかし、なかな
か交付金が届かず、次第に心配が募った。５月が過ぎ、６月下旬だろうというような予想
をたてたが、やがて７月になり、７月中旬に入ってしまった。かなりの金額になるので個
人で立て替えるのは参加者には互いに無理だとわかっていた。私が当時、在職していた大
学の事務長が個人的に立て替えてあげようか、と言ってくれた。それも申し訳ないと思っ
ていると下旬になって、ギリギリのところでようやく交付の通知がきた。 
本文はその初年度の調査旅行の際の私の個人的な見聞ないし感想を、走り書きしていた
メモの最初の部分をもとに旅行記風に書き改めたものである。なるべくもとのメモを生か
して原則として日々の出来事を過去形にはしなかった。 
この調査にかかわった方々は、ほとんどが現役の大学ないし研究所の研究・教育者であ
り、ストレートに氏名を出すのは控えさせていただいた。私が代表者をつとめたシベリア
民族調査はその後もつづき、通算 6 年にわたった。その間、メンバーの出入りもあり、調
査の方法や季節もさまざまになって、単独でほぼ１年間、現地に滞在して調査に当たった
大学院生ＴA 君もいた。そして、それぞれの方がなんらかの形で調査結果を研究論文や報
告書として出しておられるので、現地で得た詳しいデータ、聞き取りの内容などは、それ
らにゆずって、この以下の文に係わる事柄でも、あまり立ち入ってはふれていない。 
 
2  出発、そしてハバロフスク 
７月２５日 
 北海道、東京、名古屋それにアメリカからの参加者合わせて 6 人が午前 10 時に私の研究
室へ集まり、各自の旅費の領収書作成など書類手続きとスケジュールの打ち合わせ。Ｋ氏
が印鑑を忘れてきたというので少々あわてたが、三文判を買ってきて間に合わせることに
して一安心。あらかじめ準備しておいたテントその他の野外宿泊用品などの荷物全部を一
階の会議室へ集めて点検し、みんなで分担して目的地まで運ぶことにする。A4 判まで複
写できる小型のコピー機と電圧を下げるための変圧器が重い。 
午後は持参するこまごました物品の買い整えをする。一同で近くのスーパーへ行って、
インスタント食品、乾菓子などを思い思いに買った。それぞれの人の好みが出ておもしろ
い。 
名古屋以外からの参加者たちは、渡航手続きを代行してもらった旅行社の斡旋してくれ
た名古屋駅近くのホテルへ引き揚げて、この日は終了。 
 
７月２６日 くもり、時々小雨 
  ７時半頃、名古屋空港（旧）へ集合。 
新潟まで行き、そこから日本海を飛び越えるコースだ。各自で機内へ持ち込む手荷物以
外をカウンターで預けたが、全部で 11 個になった。超過料金をだれも払わずにすんだの
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 は、それぞれの分担の割り振りがうまくいったと思った。 
 8 時 25 分発の全日空機。おしぼりとアメ玉一個が出て、9 時 15 分にはもう新潟空港。空
港周辺にはなにもないので荷物をあずけてからバスに乗って、新潟駅まで行く。朝飯を食
べに行く人あり、本屋へ入る人ありで、それぞれ時間を費やす。昼食後、再びバスで空 
港へもどる。 
 １時半にチェックインがはじまったが、手荷物検査を一つひとつ中を開いて手でやるので、
ひどく時間がかかり、その上、11 個の荷物の超過料金を合わせて 4 万円余りも取られたの
には慨嘆。 
ロシア人客が 3 分の 1 ほど、その他は日本人で釣り客、小中学生らしい子供のグループ、
そろいの白いカンカン帽の老人の多いグループそれに我われ、といった搭乗客だ。 
免税店で先方への土産にウイスキー4 本、たばこ 2 カートンを買う。 
3 時半搭乗。Ту154б というロシアのアエロフロート機。ソ連・ロシア機の相変わらずの
規定なのか乗客が乗ってもエンジンを停めたままのため、ひどく蒸し暑い客席内だ。 
エンジンが始動してやっと冷気が客席の上から横向きに吹き出しはじめた。冷気と高温
多湿の室内の空気が混じって霧が発生する。涼しくなるまでは暑い蒸気が噴き出ているよ
うな感じだ。飛び立って間もなく DAIWA と書かれた和食の弁当が配られた。 
 ２時間でハバロフスク空港に到着。気温は 30℃だが乾燥している感じで、結構快適だ。
１時間の時差のところ今は夏時間なので時計を２時間進めて５時半。 
 新しい空港ビルができていて、そのなかで入国手続き。相変わらず長い行列ができて時間
がかかる。しかし、検査はかなり簡単。コピー機をコピー機だと言っては差し障るかとい
うわけで、タイプライターだと言って通過。 
 こちらの旅行社インツーリストのクルマが迎えにきていて、荷物を一台に載せ、人間はも
う一台に乗る。比較的きれいなバンだ。車窓からの涼風が心地よい。 
 インツーリストホテルに到着。みんなのパスポートと旅行予約書類を出す。以前よりフロ
ントの対応が穏やかになった感じがする。空き部屋がかなりあるらしいので、ツインから
一人部屋に変更してもらい、追加料金 112 ドルを現金で払う。3 階と 6 階に分かれる。こ
れまた以前と違うのは、部屋の洗面所に湯がでるのと、歯ブラシ、石鹸、かみそりのセッ
トが置かれたことだ。水をためるためのタブは相変わらず無いので、いつも持ってあるい
ているゴルフボールを使うことにする。 
  窓から眼下にアムール川の流れる広々とした景色が展開している。川にはおよそ 20 隻
近い船が行き来しているのが見える。ほとんどが貨物船らしく石炭を積んでいるのは分か
るが、大部分はなにを運んでいるのか分からない。 
 ９時に地下のレストランへ集まって夕食。残り物しかないと言いつつ、コールドビーフ、
野菜のマヨネーズあえ、イクラとバターの載ったパンなどなどが出てくる。デンマークビ
ールを一缶ずつとる。ルーブルへの両替を忘れたのですべてドルで支払う。 
 冬の防寒を考慮しただけの建物で冷房設備はない。夜、かなり部屋の中が暑い。 
 
７月２７日 うすぐもり 
６時起床。少し涼しい感じ。窓を開けてみたが寒くはない。 
ロビーへ下りてホテル内の店をのぞく。入れ子人形のマトリョウシカはもともと素朴な
農婦の姿のものだったのが、政治家の顔などをしたゴテゴテしたのが増えていささかグロ
テスク。 
レストランで宿泊費込みの朝食。パン、バターのほかボリュームのある卵料理、コーヒ
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 ーなどが出る。 
ホテルに 3 人残り、４人で歩いて散歩がてらにマルクス大通りから中央広場まで行き、
横へそれて書店へ入る。Богораз-Тан（ボゴラス・タン ― ソ連初期、北方少数民族につ
いての研究・教育者 ―）の論文集が平積みになっていて、日本円に換算して一冊わずかに
40 銭！ 信じられない、という感じでみな買い求める。一人で数冊買った人もいる。 
昼、12 時半にホテルへもどり、11 階に開店していた Unihab という和食レストランへ
入る。アサヒの缶ビールがあり、いろいろと定食があって、山菜ソバまである。 
１時半にホテルを出ればヤクーツク行きの飛行機に間に合うというわけで、１時頃、フ
ロントへ航空券を受け取りに行くと、その便は午後９時以前には飛ばないことになったそ
うだと言われる。理由はガソリン不足だとか、ガソリン価格の交渉が航空会社と空港側と
でまとまらない、というようなソ連崩壊後よく聞く話だ。 
様子を見て、ついでに両替もやってくるといって、４人がタクシー往復 15 ドルで空港
へ出かける。 
私は部屋でウオークマンに録音してきた音楽を聴いたり昼寝をして過ごす。 
４時頃みな帰ってきたといって部屋へ顔を出す。飛行機についての次の情報は 7 時頃だ
とのこと。くもり空になって蒸し暑い。 
７時になって、ロビーへ集まってみると、どうなるか今度は 10 時まで分からないと言
う。 
地下のレストランで夕食を食べることにする。マイクを使ってのバンドの大音響の中で
はメニューを見ながらあれこれ注文するのもわずらわしいので、料理を任せるということ
にする。前菜各種からはじまって、その中にはイカの細切りのあえ物、ワラビの煮付けの
ような物（ワラビは第二次大戦後シベリアに抑留された日本人が食べられることを現地の
人たちに教えたのだと言われる）などが出る、かなり豪華な食事で今度の飲み物はキリン
ビールになった。それでもみなの食事代を合計して日本円に換算すると 3,100 円ほどか。
私は、しかし、いつものとおりアルコールはほとんど飲まない。 
何度飛行情報を聞いても分からないので、部屋へもどって寝てしまった。 
12 時前、いつ飛ぶのかはっきりとは分からないが 12 時 15 分にホテルを出発すると言
って起こされ、あわててロビーへ下りる。すでに荷物が集められていた。洗濯して、まだ
生乾きのシャツと靴下で出てきたが、車窓からの涼風で空港までの 30 分ほどの間に乾い
てしまった。 
空港の待合室に東京の大学で地理学を専攻しているという女子学生 SU 嬢が１人で飛行
機を待っていた。札幌のＦ先生に電話で聞いて北極海沿岸のチクシまで行くことにしたと
言う。ロシア語はほとんど分からないらしい。一同、何と無謀な！と驚く。（後日、彼女は
いろんなことがあったが、とにかく目的を果たしたとのことであった。ヤクーツクの永久
凍土研究所のスタッフに現地で会ったことが幸いしたらしい。） 
ゲートの金属探知器が過敏らしく、みな引っかかる。身につけたこまごましたものを探
しては取り外し、ようやく通過。 
そのあと午前３時になっても搭乗の音沙汰なし・・・・ 
 
3  ヤクーツクで 
７月 28 日 
  昨夜、というよりは今朝６時すぎにようやく出発し、ヤクーツクには現地時間で５時前
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 着（この私のメモは誤記か）。気温 20℃ 
ヤクーツクはロシア連邦サハ共和国（ヤクーチア）の首都。サハ（ヤクート）人はテュ
ルク語系の民族とされ人口 36 万余、主にシベリア東部に住む。  
 何時間待っていてくれたのか、真っ黒に日焼けしたヤクート人のＳ氏と英語・ロシア語の
間の通訳をしてくれる M 女史が出迎えてくれた。ともに民族学研究所（正式名称は、言語・
文学。歴史研究所、後に人文学研究所）のスタッフで S 氏は以後、常に我われに同行して
くれることになった人だ。 
  ヤクーツクから先で会ったヤクート人もエヴェン人などの北方少数民族と呼ばれる人び
とも、みないわゆるモンゴロイド系で日本人と見かけは区別がつかない顔立ちだ。研究所
長の IW 氏もそこのスタッフもみな同様である。使用言語はロシア語が共通語になってい
る。ヤクート人でもヤクーツクなど都市部に住む人には、ヤクート語が出来ない人もいて、
その人たちは専らロシア語で生活しているようだ。 
人混みを縫うようにして、空港の建物の端の方へ案内される。がらんとした部屋があっ
た。それが一応の貴賓室らしく、だれも他にはいなかった。私を残して、みなが荷物を取
りにいったまま、１時間ほども戻ってこなかった。ようやく荷物がそろい、貸し切りらし
い古びたバスの後部へ積み込んだ。付近には朝っぱらから酔っぱらいらしいのが数人たむ
ろしている。 天然ガスの資源視察に来たという一行も同じバスに乗って市内へ向かう。 
 サハ共和国（ヤクーチアの正式名称。ヤクート人もサハ人というのが正式）大統領府直
轄プレジデント・ホテルと称するホテルへ着く。名前ほど立派ではなく、何より宿泊費が
安い。多分、公営宿泊所といった施設なのだろう。 
ここでモスクワ留学中の YO 君と合流。今回の調査隊の日本から来たメンバー７名（ア
メリカ１名を含む）がこれでそろったことになる。以後、現地での様々な折衝から会計処
理まで、ほとんどすべて YO 君に頼ることになった。その後もしばしば同様の場面があっ
たが、彼は混雑したカウンターなどで「こっちは外国人だ。優先してくれ！」と言っては
手続きを速く済ませたり、こういう場合は、こちらが引いたほうが無難だという判断をす
るなどしてくれた。優れたロシア語の語学力ともども、この国に１人で暮らしていて身に
つけた特技であろうが、もともとの人柄の良さもあって、彼に任せれば何でも安心であっ
た。 
大きな木箱の中のようなロビーに案内され各自ロシア文字で宿泊名簿を書き、それぞれ
部屋へ荷物などを置いて、７時から朝食。セルフサービス方式だ。 
ところがこの食堂（レストランとは呼びがたい）が問題で、厨房でできた料理の皿をな
らべてあるのを各自がトレイに取ってレジで代金を支払うのだが、それらの皿にハエがと
まっているのがかなり目につくのだった。その後、ほとんどのメンバーが腹痛や下痢に苦
しんだが、このホテルに限らず、ホテル、宿泊所の食事が良くなかった疑いがある。日本
から、用意して行った医薬品の中に、抗生物質の錠剤や消化剤があったのが、役に立つこ
とになってしまった。 
朝食後、サハ側の参加者と打ち合わせをして、午後には研究所を一同で訪ねることにす
る。昼までは、それぞれ自由にすごすことになり、散歩に出る人もいたが、私は部屋へも
どって少し眠ったり、洗濯などをして休養。 
昼食後の２時、かなり苦労して運んできたコピー機とその変圧器、それにウイスキー１
本をみやげに持って迎えのクルマに乗ってみんなで研究所へ向かい、IW 所長と会う。私
は一昨年の夏に共同研究の誘いの書面をもらった際に会って以来だが、他のメンバーは初
めての顔合わせだった。この所長は、相当の顔利きで、彼に頼めばほとんど何でも通ると
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 いうての人物だということが、だんだん分かって来ることになった。 
我われは、文献では知っているつもりだが、実際には自分たちの目で見たことがないシ
ベリア先住民のさまざまな生活の様子を、まず、直接概観したいという希望を伝えてあり、
とくにトナカイ遊牧民に会うことを希望していた。 
所長が言うには、天候が安定している間に行った方がよいので、まず、ヴェルホヤンス
キー山脈の中のエヴェノ・ブイタンタイスキーへ行けるように国内便の航空券を手配して
あるとのことであった。 
綿密な打ち合わせなどということにはならず、途中で YO 君のモスクワの先生のうわさ
などに話がそれてしまって終了。ただ、食料はこちらが買って準備するというのはここへ
来てはじめて知った。 
コピー機を試しに動かしてみると無事に使えることが分かった。滞在中、我われも使う
かもしれないが、この種の機器はこの国には普及していないらしいので、みやげに運んで
きたというわけだ。 
Ｓ氏の案内でバスに乗って、郷土博物館へ行く。私はここへは来るたびに訪れているの
だが、その度に展示内容が変わっている。昨年 7 月に来た時には、２階が全面的に先住民
のシャーマニズムや祭り関係の物品の盛大な展示だったのに今回は、すっかりそれが無く
なっていた。 
この博物館の収蔵庫というのが少し離れた別棟にあり、その中へ案内されたが、未整理
の物が乱雑に積み上げられ、収拾のつかない有様であった。旧ソ連軍の軍服や帽子なども
その中に混じっている。これらの分類・整理を日本側の費用で一緒にやるプランを立てて
くれないかとの案内してくれた女性館員からの提案であったが、KO 氏によると考えてみ
るがかなり困難だと答えておいたとのことだ。 
私は眠くて疲れた感じなので、先に出て玄関前に腰をおろしていた。気温が 30℃を越え、
日射しも強く、ひどく暑い。ドイツ人の高齢者グループがバス２台で博物館見学に来た。 
５時過ぎ、ホテルへもどる。一眠りしていて気がつくと雷雨が激しく降り、稲妻が光っ
ていた。 
7 時頃、ヤクーツクの大学で日本語を教えている KA 氏が来訪。延々とヤクーチアの文
化、政治、社会事情などの話を続けてくれる。夕食時間に遅れるので、同氏も加わって一
同で食事。ここでも、また、バンドの演奏つき。 
部屋へもどってみると、先ほどの雨の際の落雷によるのか水が出ず、困ったことだと思
っていると、11 時頃になって、やっと復旧。シャワーを浴びる。気温は、まだ 27℃。 
 
７月２９日 
８時に起きて、ロビーへ出てみると、もうＫA 氏が来て待っていた。昨夜、12 時過ぎまで
IN 氏の部屋で話し込んでいたそうだ。 
 私はあまり食欲がないので、ジュース、ケフィール（ヨーグルト）、パン一切れだけにす
る。鉄の胃腸の持ち主だなどとみなに言われた IK 君はセルフサービスの食事では私以上
に用心深く品選びをやっていたようだ。 
 明日、トナカイ放牧地へ向かうのに持って行く物をＴA 君の部屋で整理・分類。 
 10 時に迎えのクルマ（研究所の乗用車）が来て、２往復してもらって蝋人形の展示場を
見学に行く。歴史上の人物や政治家、話題の俳優などの等身大の人形が並んでいて、どれ
もリアルで本人がそこに居るようにみえたが、とくにロマノフ王家最後の一族の人形の見
事な出来映えには驚いた。 
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  路線バスでホテルへもどり、IN 氏の部屋に集まって持参のインスタントコーヒーを飲む。
IK 君が下の売店でプラスチック製のコップ型をした湯沸かし器を見つけて買ってきたの
を使ってみると、見かけの割には一応使えることがわかった。 
 同行する研究所員のＳ氏が自分の論文の抜き刷りをくれる。フォークロアの専門家らしい。 
食堂で昼食をとっていると、YO 君が明日の航空券がとれたといってくる。ロビーで、
また来訪したＫA 氏と長話をしている間に、YO、IK 両君が明日からのフィールドへ持っ
て行く食料品（じゃがいも、たまねぎ・・・）を買い出しに行ってきてくれた。 
やがて、迎えのクルマが来て、YO 君と私の２人で研究所へ行った。同行する３人の所
員（S 氏、空港で出迎えてくれた通訳の M 女史、ヤクート語が出来る若い S 嬢）と所長に
日当と謝金を渡す。日当は日本の自然科学系のＦ氏らのグループの方式に倣い、１人１日
1,000 円見当の計算をし、所長へはこの調査のための具体的なプラン作り、行き先との事
前折衝などへの謝礼を差し上げた。みなさんに日本から持参の領収書へ住所・氏名を記入
してもらったが、押印の箇所の狭い空欄へ申し訳ないがサインをしてもらって、ドル札を
渡す。コニャックで乾杯のあとコーヒー、チョコレート、クッキーを出されて歓談。 
ホテルへもどってみると、KO 氏の部屋にヤクーツクのＫA 氏と一昨年このヤクーツク
で会った NA 嬢が来訪していた。ＮA 嬢はシベリア北東部の少数民族ユカギールの言語研
究に来ているのだが、何の不自由さも淋しさも感じずに在住しているらしい。こちらで歯
の治療に行ったところ、医師が日本の歯医者の技術の見事さに驚いて医院のスタッフのみ
なに見るように言ったとか、北極圏の辺境にあるユカギール人の住む村へ単独で入って長
期滞在したなど、私などにはとても真似のできない話をしてくれた。 
この２人を加えて一同９人で、少し歩いてヤクーツクホテルのレストランへ行き、会食
することにした。めずらしい外国人客の来店で、いいカモが来たと思ったか、サービスな
のか、はじめに我われとしては総額でさほど高くない金額を言っただけだったのに次々と
多くの料理が運ばれて来た。ここではオランダビールで乾杯。 
９時半頃、ホテルへもどり、5 階に１室を借りて、明日持って行く物とこの部屋へ預け
て行く物を分類する。かなり汗をかいたので、自分の部屋へ帰ってシャワーを浴びようと
したが湯が出ず、仕方なく水を浴びる。まだ、かなり気温が高いので差し障りはない。 
ＹO 君はモスクワ以来のカゼが治らないとのことなので、日本から持ってきた医薬品の
中からカゼ薬と書いてあったのを渡して飲んでもらうことにする。 
 
４ バタガイ、そしてバタガイアリタ（サクルィル）で 
７月 30 日 
 ５時半起床。急いで出発の用意をし、ここへもどってくるまで必要がなさそうな荷物を借
りた部屋へ入れて、ロビーへ下りる。 
 ６時前に研究所のクルマが２台で迎えに来て、空港へ向かう。チェックインの際にヤクー
ツク市以外への行き先がビザに書かれていないのが問題になるかと思ったが、無事に通過。
双発のプロペラ機に乗客自身で荷物を積み込む。その後で給油、点検などが始まりしばら
く待って、７時半にくもり空に向けて発進。外はほとんど何も見えない。 
  ９時 10 分にバタガイへかなり振動しながら着陸。管制塔とあまり上等ではない木造の
建物がある空港だ。空港周辺はあまり大きな建物は見えず人もまばら。ここはヴェルホヤ
ンスク東方、ヤナ川沿いの町（人口約 6,000）だ。時計をここで１時間すすめる。少し離
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 れた建物へ案内されて朝食。 ここもセルフサービス。 
 さらに先へ飛ぶ必要があるとのことで、１時間ほど待つ。 
やがて案内されたのが Антонов２（通称、アン２型）という複葉の単発機であった。（写
真 1）これは第二次大戦中から使用されている機種ではないかとのうわさをしながら荷物
を各自で機内へ引き込みながら搭乗する。我われが乗ったために、明後日に飛ぶ次の便ま
で乗れなくなった客がいるそうである。乗客 12 名。客席の後ろ半分は我われのも含めて
荷物が積み上げてある。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
←写真 1：アン２型機へ乗る 
 
 
 
 
かなり横揺れや上下揺れをしながら１時間後にバタガイの西方 180㎞余りのバタガイア
リタ（空港名はサクルィル）へ無事に着陸。草原、砂利の滑走路だ。ここでまたも時計を
１時間もどして、現地時間１時半。ここは標高 500ｍほど。ヤナ川の左岸支流のずっと上
流にある山の中にあるエヴェン人の集落だ。空はくもって強い風があって寒い。温度計を
見ると５℃。黒っぽいジャンパーを着た数人の男たちに出迎えられる。２台のランドクル
ーザーらしいクルマでぬかるんだ泥道を揺られて、新築らしい木造の宿泊所（ゲストハウ
スと言っていた）へ案内される。ログハウスのように見えるが、昔からあるロシア風の建
物で丸太を半分に割って積み重ねたような壁面で、隙間にはぼろ布などが詰めてある。ス
チームを使用中で、ストーブも燃えている。木のベッドで、これもなかなか良さそうだ。
トイレはこの建物から少し離れたところに見える木造の掘っ建て小屋でドアが２つ並んで
いる。 
テーブルに出してくれた暖かい紅茶とビスケット状の菓子がうまい。 
  空港からここまで数分だが、周辺には粗末な木造の平屋の建物がかなり無秩序に建って
いる。その間に一棟２階建ての白いビルのようなのが見える。 
午後、役場（メモにはコルホーズ ― 集団農場 ―とあるが、建物内で撮影した写真には
ソフホーズ ― 国営農場 ― の文字が写っている）へ行き、挨拶と日程などの打ち合わせ。
ここで今まで知らなかった事を聞いた。ここの住民はトナカイ飼育をしているのでエヴェ
ン人だというが、言語はヤクート語を話しているという。 
エヴェン人というと、彼らとは別にツングース系の北方少数民族のエヴェンキ人がいて、
その人びとは、伝統的にトナカイ飼育、狩猟、漁労を組み合わせた遊牧を生業としてきた
民族である。そのエヴェン人からトナカイ飼育文化を取り入れて、トナカイ飼育を生業と
するようになったサハ（ヤクート）人のことを「トナカイヤクート」という、と旧ソ連の
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 文献には書かれていたはずなのだが、ここへ来てみると、トナカイ飼育をするようになっ
たがヤクート語を話す人びともエヴェン人になっていると知った。 
トナカイ遊牧といっても夏はトナカイの群は山の草原の放牧地を移動しており、冬には
麓の集落付近へ下りてくるという飼育の仕方をしている。そして初冬に一定の頭数を屠殺
して肉や皮を販売するという。今は夏だから山の草原まで行かないとトナカイには会えな
い。この先に渡河不可能な川があり、仮にそれを渡ったとしてもトナカイ放牧地までは、
馬に乗って山越えして数日かかる、ヘリコプターならば短時間で行けるという。そこで、
そのヘリのチャーター料を聞いてみると、無理のない金額と考えられたから、それに決め
ることにした。 
こうした想定外のことになった場合に備えて、このフィールドワーク（野外調査）では、
出発時にあれこれ工面して自前で準備したドルを現金で持ちあるいていた。もちろん、ヘ
リをチャーターしたような場合、きちんとした領収書その他所定の書類を取って帰って提
出すれば、後からその分は予算内であれば支出してもらえることになっている。 
ところが、この時の話し合いの中で、彼らはルーブルで支払ってもらわないと、当地で
はドルなどは使いようがないと言う・・・ 
こちらは、それだけのルーブルは持っていないので、あれこれ交渉の末、我われはドル
で払い、コルホーズ側が後日それをアエロフロートにはルーブルで支払う、ということで
決着した。彼らがどこでどうしてドルをルーブルに両替するのかは聞かなかった。 
トナカイ放牧地で必要な物などを聞くと、この集落で大抵の買い物は出来るとのことだ
ったが、砂糖とバターが不可欠の食品だから買って行けというようなことをしきりに強調
される。 
電卓、日本手ぬぐい、ボールペンなどをプレゼントとして出す。トナカイ、ウマ、ウシ
などの飼育状況を聞く。別の事務所へも行って、さらに詳しい話を聞く。廊下の壁に生産
高の上昇ぶりを示す図表やグラフが貼ってあるのにはソ連時代と同様の印象を受ける。こ
こに「レーニン・ソフホーズ」と書いてあった。みなそれぞれに聞き取った事柄をメモし
ていた。ここでもそうだったが、この旅行で最もくわしい聞き取りをして記録したのは、
多分、ロシア語が家庭での日常語になっている北海道の IN 氏だろう。 
 
真夏に降る雪 
５時過ぎに聞き取りを終えて、周辺の様子を見にクルマで出かける。深くえぐれた水た
まりの多い泥道だ。集落付近は、もとは森林だったと思われるが、大小の廃棄物が散乱し
草もあまり生えていない。地下は凍土だと思われるから、植生を破壊すると容易に回復し
ないであろう。 
少し先へ行くとカラマツの疎林になり、下車してみると家畜の糞がころがっていたり、
ウマの頭蓋骨らしいのが白骨化していたりするが、生きたウマもウシも見あたらない。水
量の多い急流の川岸へ出た。角張った礫石が水際まで堆積して、いかにも山の中の川の姿
だ。サクルィル川というらしい。これではとうてい向こう岸へは渡れない。 
来た道を引き返し、集落近くの墓地をみていると、寒い風にあおられたぼたん雪が降り
はじめた。気温が３℃ほどになった。海抜 500ｍほどの所だから、標高が高くて寒いとい
うわけではない。この日、シベリア北岸の凍土調査に行っていたグループは寒風と雪の嵐
になって危険な目に遭ったと後日聞いた。宿へ帰って、このような寒さに耐えられるよう
な服装などはお互いにしてきていないので、明日、ここで防寒着を借りる相談をする。 
元警官だという男がテレビを運び込んできて、我われと同行したいとのことだ。ソ連時
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 代にあった外国人による視察・調査には護衛と称して、この種の人が同行する例が多かっ
たが、ここには、まだ、その名残があるのかと思った。しかし、ヘリの搭乗定員をこえる・・・ 
外を見ると斜めに降る雪の中で数頭の茶色のウシが草を食べている。夕食は簡素。スパ
ゲッティーに小さなパン、バター、瓶詰めのキュウリのピクルス、紅茶。 
 
７月 31 日 
 ７時起床。外は雪で気温は 0℃！積雪は薄化粧程度。 
YO 君の症状が思わしくないので抗生物質の錠剤を飲んでもらう。アメリカ人のＧ氏も
腹痛と下痢だというので、消化剤と腹痛の薬というのをあげる。 
 パンとチーズ（ケフィールだと言っていたが）、紅茶かインスタントコーヒーの簡単な朝
食の後、みんなで防寒服を借りにこの集落の長老（女性）の家へ行く。日が射してきて、
気温が 4℃ほどになる。３，４人の男の子が遊んでおり、一人が罠に片足を挟まれたまま
の生きた地リス（マーモット）で遊んでいる。上品な感じの長老が、エヴェンの毛皮製の
袋物など日常用具、大きなマンモスの牙や野生トナカイのいくつにも枝分かれした角、雪
羊の大きく左右に伸びた角などを出してきて縁先で説明してくれる。ここの住宅は日本と
同様に靴を脱いで上がる。それぞれ好きな衣服を選んで借りることにしたが、どれもほと
んど新品のようだ。料理係として同行するという女性が、リスで遊んでいた子とは別の男
の子とその母親に毛皮の民族衣装をまとわせて見せてくれる（写真 2）。こういうのはかね
て図版で見ていたものの実物だと思うと、とくに興味深い。 
しかし、これ以後、この集落でもトナカイ放牧地へ行っても、いわゆる伝統的な民族衣
装を着た人には会わなかった。今では、とくに夏には、伝統的な祭りでもあれば別だが、
普通は大人も子供も日本とさして変わらない服装をしている。この日のような突然の寒い
日に備えて日本の冬服程度のものは夏でもいつも用意しているようだ。ただ、永久凍土地
域の湿地、原野を歩くのに適するゴム長靴を履いている人が多い 
 
 
写真 2：エヴェンの民族衣装 写真 3：初めて見たトナカイ群 
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５ ヘリコプターで夏のトナカイ放牧地へ 
 
初めて見たトナカイ群 
 空港へ行き、航空会社とヘリのチャーター条件を交渉して、日程はこの日に泊まる地点
まで飛んでもらい、8 月 3 日の午後３時頃、その地点へ迎えに来てもらうことで合意。 
  アエロフロートの窓の位置に紺色の横線の入ったオレンジ色のヘリだ。我われのテント、
寝袋、野菜などの食料の他に同行者たちのテント類や料理と暖房用に使うらしい鉄製の小
型の炉もみなで協力して積み込み、いよいよ出発。天候はすっかり穏やかになった。 
 高度を上げて、樹木の生えていない丸みをおびた尾根を越える。地肌は薄黄色か、ややピ
ンクがかって見えるからツンドラであろう。ヘリの揺れはないが細かな振動とエンジンの
音がすごく、人と話などできない。 
 30 分ほどで高度を下げて広い高原の草地へ着陸する。この地下には多分、凍土があるだ
ろう。第 6 班の宿営地とのことである。 
トナカイの群が見えた！（写真 3）1,000 頭もいそうな褐色ないし灰色の大群が左手か
ら右手へ移動しており、角が揺れて森が動いて行くようだというのは本当だ。牧夫らしい
２人の男が群の外側を歩いて見張っている。イヌのほえ声がする。初めて見るトナカイ、
これが見たくて、長年シベリア通いをしてきたような気さえしていたのだが、実際に目の
前にすると、なぜか本で読んだのと同じだというような妙にシラケた気持ちがしてしまっ
た。ところが、突然一人の少年がトナカイにまたがり、右手に１ｍ半あまりの木の棒（杖）
をにぎって、手前から先の方にいる群の方へ駆けて行くのが見えると私ははっとして、お
やっ本当にそうだ！とシラけた気分など吹っ飛んだ。急いでビデオカメラを向ける。両足
で乗っているトナカイの脇腹を蹴りながら、水たまりも横切って行く。水が跳ね上げられ
て逆光にキラキラ光る。本で読んだとおり、座布団を２枚紐でつないで振り分けにしただ
けのような鞍にまたがり足をかける鐙（あぶみ）は使っていない。 
移動用のソリが数台と牧夫用のテントのある近くへ行ってみる。うずくまったり、立ち
止まっているトナカイ数頭の中から牧夫が手綱をつけた一頭を連れてきて騎乗の方法を教
えてくれた。棒を地面に突いてそれを支えにしてトナカイの肩の上あたりにくくりつけら
れている座布団のような鞍に飛び乗るというのだが、とてもそんな器用なことは出来ない。 
代わる代わる騎乗を試みる。私も、話の種に是非ここで乗らねばならないと思い、傍らに
置いてあるソリを台にして、恐る恐るまたがってみた。（写真 4）これが、かつて翻訳した
トゥゴルコフの本（「トナカイに乗った狩人たち」）に書いてあったトナカイ騎乗か、と自
分の実感で確かめているのだ。牧夫の持つ手綱に導かれて、そろそろと直径 10ｍほどの円
を描いてトナカイは歩いてくれたが、慣れないことには、足をブラブラさせたまま、とう
ていこれで長距離旅行をするなど考えられない不安定さだ。 
しばらく牧夫に話を聞いてから、再びヘリに乗った。今度は昨夜の雪をかぶったか白い
ゴツゴツした山を越える。また、約 30 分で次のトナカイ放牧の宿営地がある草地へ着陸。
第５班の放牧地だそうである。急流が音を立てて流れる川がある起伏のかなりある草原で
南北に山並みのある広い谷間だ。ここの地面の下にも凍土があるだろう。川を隔てた先の
山は、それほどここから高くはないが、すぐ目の前に切り立って見える。（写真 5） 
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 写真 4：トナカイに試乗（撮影：吉田 睦）  写真 5：滞在地へ到着 
 
６ 放牧地でキャンプ 
この地点は、北緯 68°、東経 129°付近。位置を測定する GPS というのを持参して、
初めて使ってみた結果だ。海抜高度は約 1,000ｍと聞く。 
ここまで送ってきてくれたヘリから荷物を全部手分けして降ろす。猟銃もあった。狩猟
用かオオカミ除けか。ヘリが引き返す時、荷物をあまり遠くまで運んでなかったのでロー
ターが回転して飛び立つ際の猛烈な風圧でリュックもなにも周囲へ吹き飛ばされてあわて
た。ヘリは山のかなたの青い空へ消えていった。約束通りに迎えにきてくれるのか。 
この班では 2,000 頭のトナカイを 3 家族で飼育しているそうだが、毎年、50 頭ほどがオ
オカミの被害を受けるという。 
一面に草が 20 ㎝ほどにのびたところに炊事、食堂、兼集会所になる大きな角形の分厚
そうな布のテントを現地の人たちが建てている。その近くに我われも持参したテントを初
めて開いて組み立てる。こういうのをバラガンというらしい。固く巻いてあった各自のマ
ットに空気を入れて脹らませ寝袋も広げる。日本の夏山用の携帯に便利な物ということで
選んで買ってきたのだが、軽く細い金属の骨組みに空色の薄いナイロン製の布を張る簡易
テントであった。それを４張りとアメリカ人のＧ氏は独自に小さなテントを張った。その
他に赤い三角屋根の小型のテントも建ったがだれのだろうか。 
どこか遠くへ放牧に行っていたトナカイの群が帰ってきた。この群は数 10 頭ほどだ。
満腹したのか疲れたのか、座りこむのが何頭もいる。 
先ほど建てられた大きなテントに招かれて、紅茶と菓子類、ブリン（小麦粉にたまごと
塩を入れて捏ねて薄焼きにしたもの）などが出て一休み。 
外へでてみると、いつの間にか多数のトナカイが帰ってきていた。これだけで 1,000 頭
以上もいるだろうか。にわか造りのテント集落から 100ｍほど離れてたむろしている。 
近寄ってみると、目は開けているが、首をうなだれて全く動かずに立っているのが多い。
このかっこうも休んでいる姿なのか。毛色が真っ白なのが数頭見える。群のコントロール
のための目印の首輪に鈴や空き缶を紐でくくりつけられたのが何頭か群に混じっている。
（写真 6） 
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←写真 6：印の首輪をつけられた
トナカイ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
別の動いている群のところで、中年の女性が早足で通り過ぎて行くトナカイ数頭間隔お
きにマグカップほどの容器に入れた塩を一握りほどづつ手にとって舐めさせている。少年
牧夫が革を編んで作った長い投げ縄をもって走り、目指すトナカイ一頭の角に縄を掛けて
引き寄せた。すでに数頭がゲルの傍らに綱で繋がれている。 
塩をやっていた中年の婦人がトナカイの乳搾りをはじめた。日本でコーヒーに入れるミ
ルクのような濃い乳が柄のついた小鍋の３分の１ほど溜まった。そばに仔トナカイが繋が
れていて、親トナカイが盛んに呼びかけるように啼く。グッグッというのかゲッゲッとい
うような腹から絞り出すあまりきれいな声ではない。 
 
トナカイの屠殺と解体 
我われ来客へのもてなしに一頭のトナカイの屠殺が窪地の縁のところで始まった。駆け
つけてみると、引き連れてきた大きなトナカイの頸の後ろにいきなりナイフを深く突き立
てると一瞬にしてトナカイはドサリと倒れた。ナイフを引き抜くとそのあとに先の尖った
短い木の棒を差し込んだ。なぜそんなことをするのか分からなかったが、一緒に見ていた
某氏は、あそこからトナカイの霊が逃げ出さないようにするマジナイだと思うと言う。本
当かしらと私は思ったが、あえてたずねはしなかった。 
ここから先、現地のエヴェン人の男女３人で約１時間続いた解体作業の主な場面をビデ
オ撮影したのだが、帰国後、それを人に見せようとするとたいていは目をそむけて見てく
れない。 
一応、そのプロセスを言葉でつづっておこう。我われだけではなく、エヴェン人の子供
たちも興味深げに、と言うより楽しそうに見守っていた。 
まず、後ろ足の足首の部分にぐるりとナイフを入れておいて足の内側にそって足の付け
根まで皮を切り開く。４本の足を同様に処理にしたあと、今度はトナカイの腹を上向きに
しておいて、腹の皮を真ん中で縦に切り裂く。そして切れ目から手を入れて皮を剥がし始
め、少し剥がれたところで手をにぎった拳で皮と身の間をグイグイと押し開いてすっかり
身ぐるみ皮を剥いでしまう。頭の部分は手をつけない。（写真 7） 
剥がした皮の内側を表にして傍らの草地の上に広げる。上向きにされたままの血のにじ
んだ裸の身の腹を裂いて次々と心臓、肝臓など内蔵を切り取っては、その広げた皮の上に
置いていく。トナカイが食べた草で一抱えもある大きく膨らんだ胃袋も取り出され、長い
腸も一まとめにされて置かれる。 
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 ↑写真 7：皮を剥ぎ取る  ↑写真 8：腹部に溜まった血を汲み取る 
 
一人が胃袋を窪地の縁で切り開いて内容物を出して棄てる。もう一人は腸を切って同じ
くその内容物を窪地へ絞り落とす。肺の部分も棄てたようだ。 
柄杓で腹腔に溜まった血液をくみ出してブリキのバケツへ入れる。（写真 8） 
皮が付いたままで目も開いている頭部を切り離して立てかけてから、骨付きの肉をつぎ
つぎに切り取って傍にあったソリの上に並べる。作業は見落としたのだが、肉の一部は地
面に長方形に掘った深さ１m 弱の穴の中に灌木の枝を敷いて貯えてあった。凍土の天然冷
蔵庫というわけか。肝臓（レバー）のまだ生暖かいのを一切れ切り取ってそのままで食べ
てみろ、と言われて受け取ったが、どうにも食べられず、棄てるに棄てられず、困ってし
まった・・・ 
 
予想をこえた寒さ、冷たさ 
よく晴れていたが、強い冷たい風が吹いていて、時々、撮影を停めながら見ていたのだ
が、指先がすっかりかじかんでしまった。 
夕刻、またトナカイの群を見に行く。大きな群を少年二人が見事にコントロールしなが
ら動かして行く。イヌも吠えながら群から離れそうなトナカイを追いもどす。蚊を避ける
のか、そのうちに群が丸くなってグルグルと渦を巻くように走り始めた。パチパチと音が
するのは角がぶつかり合うのかと思ったが、そうではなくて足音であった。 
夕食には、骨付き肉が塩茹でされて、そのスープとともに供された。モンゴルで食べた
羊の肉の塩茹で同様、旨い。解体作業の際に腹腔からバケツにくみ出した血も腸詰めにし
て茹でたのが出てきた。クセがなく、コンニャクに似た歯ごたえだ。心臓は塩をつけて食
べるというのだったが、結構これもいける。 
夕食後、我われの歓迎式だということでみんなが集まる。たき火をして班長の挨拶があ
りウオッカを一杯ずつ飲んで歌やら踊りやら。とくにエヴェンの歌や踊りではなかった。 
テントに入り、アノラックを着たままで寝袋に入ったが、４時頃、寒くて目が覚めた。
温度計を見ると 1℃にまで下がっている。日本の夏山の装備程度で大丈夫だというような
ことを言われて、東京、名古屋付近の冬の気候を想定した服装を用意して来たのだが、そ
れでは不十分だった。 
トイレというものはないので、少しはなれた川沿いの窪地の灌木のかげで用を足す。ズ
ボンを重ね履きして、もう一度、寝袋へ入った。携帯には便利だがこの寝袋も薄すぎた。 
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 ８月１日 
 ９時に起床。快晴無風。 
数百ｍ先の川まで行って、顔を洗い洗濯もしようと思った。向かいの山の山頂付近に雪
羊がいるから、狩猟について行かないかというような話を昨日聞いたが、歩いて渡れない
ほどの水量や深さはないが非常な急流で、しかも、とてつもなく冷たい。澄んだきれいな
水だが、水温を測ってみると 6.2℃しかない。顔を洗うのがやっとで、洗濯物など指でつ
まんだのをすすぐのが精一杯というところだ。軽くしぼったのをテントの上に広げておく
と、意外に早く乾いてしまった。 
11 時に朝食。食後は写真を撮ったり、この宿営地を見て回ったりする。仔トナカイに乳
を飲ませている母トナカイを見かけた。子供の頃、家で飼っていたヤギの親仔と同じだな
と思う。もっとも、トナカイの方がかなり大柄だ。 
細い木の柱を２本交差させたのを間をおいて２組立て、その上に横に１本棒を渡して作
った物干しの端に、トナカイの肉のかたまりが突き刺してある。トナカイの群のコントロ
ールに使っているイヌに取られないようにしてあるのか、干し肉にするのか。干し肉とい
えば、牧夫たちの住居のテントの中に天井の梁から細長く切った肉が数本並べて吊されて
いた。このようにして乾燥させた肉は、一本我われにくれたのをちぎって食べてみたが、
塩は使っていないようであったが、よく噛むとなかなか旨い味がした。イヌが飼われてい
るほかに、乗用・荷駄用にウマも２頭いる。昨日屠殺したトナカイの皮を地面の上に干し
てある。ピンと張るようにたくさんの棒の串で周囲をとめてある。 
（この皮は帰りにみやげとしてもらった。ヤクーツクで翌年までにそれを靴か帽子に加
工しておいてくれるとかいう話であったが、夏の皮で質が良くなく、だめだったらしい。） 
これ以外にトナカイのすね皮(камус―カムス)を縦に開いたのをひろげて干してあるの
を天幕の上や地面の草の上でよく見た。この部分は丈夫で毛皮ブーツの胴、手袋など革製
品によく使われる。（写真 9） 
 
写真 9：すね皮の乾燥   写真 10：生肉の賞味 
 
１時過ぎに、また、トナカイの屠殺が行われた。河原の礫が堆積する場所だ。行ってみ
るともうトナカイは倒れていて、幼い男の子と女の子がうれしそうな顔をして、横たえら
れている死んだトナカイにすり寄って、背中や腹をたたいたり、なぜたりしている。ここ
の人たちは、それはおいしい食べ物だとしか思っていないらしい。昨日と同じ手順で解体
作業が進められたが、その途中で先ほどの子供たちも解体していた大人たちも血まみれの
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 トナカイのまわりに集まってしゃがみ込み、それぞれに好きなところを切り取っての会食
がはじまった。こちらはただ見ているだけだ。（写真 10） 
天気はよいが冷たい南東の風が強くなった。持ってきたポラロイドカメラで子供たちを
写してあげると、みな大喜びだ。 
昼食後、我われのメンバーのうちの３人が５㎞ばかり離れたところにあるという湖へ魚
釣りに行くという人について出かける。 
トナカイ群が ягель（トナカイゴケ）のあるところへ移動するというので、群のあとを
１㎞ほど谷を下ってついて行ってみる。S 嬢はあとから巧みにトナカイに騎乗してやって
来たのには感心した。乗り慣れているらしい。 
着いた先はかなり踏み荒らされた草地で、草の間にまばらに数㎝ほどの白っぽいトナカ
イゴケが生えているだけだ。この地衣類はトナカイの冬のおもな餌だとされているが、夏
の今の時期でもトナカイたちは、それを選んで食べる。草より旨いのだろう。栄養分も多
いといわれる。それにしても夏のトナカイの餌はおもに草と灌木の葉だと聞くが、このよ
うな大群に十分な餌を与えるにはどの季節にしても、広大な放牧地が必要だろう。 
日中の気温は 18℃ほどだが、南東風がまた強く吹き始めて寒くなる。宿営地のテントの
脇でＧ氏とＹO 君が料理を始めた。エヴェン人が作ってくれるスープには野菜が入ってい
ないというわけで、買ってきたジャガイモなどの野菜を刻んで肉汁の中に加えて煮込んだ。 
魚釣りに行った一行がなかなかもどらないので、さきに夕食にすることになり、そのス
ープを出すと牧夫たちは、「こんなのはスープじゃない・・・」というようなことを言いな
がら、それでも食べてくれた。S 嬢が覚えたばかりの日本語を言ってみたりして、ワイワ
イと会食を終えた。 
夜、10 時頃になって、しばらく強い雨が降る。その中をウマに乗ってエヴェンの女性が
１人帰ってきて、魚釣りのみんなは今帰る途中だが 12 時過ぎになるとのこと。 
雨の中をようやく帰り着いた３人は口々に、「湖は 5 ㎞先だなどとはとんでもない。も
っともっと遠いところで、魚は１匹も釣れなかった・・・」。 
夜中に大雨になる。気温は昨晩よりは高く 7℃。 
 
 騎乗・運搬用のトナカイ 
８月２日 
８時半起床。気温 12℃、大雨は止んで、おだやか。昨夜の最低気温 5.7℃ 
ここの宿営地の班長の天幕で紅茶とパンを供される。砂糖とバターが必需品だと麓の集
落で言われたのはこういう食事の場合のことかと分かる。 
班長の話では、６月にこの放牧地へ来て、８月中旬頃、蚊が少なくなったら麓の集落付
近の冬の放牧地へ向かって下りて行くそうだ。 
10 時頃、また雨になる。不安定な天候になる兆候か。冬になるとここはひどい吹雪で、
人もトナカイも、とうてい住めないそうだ。 
昼近くに宿営地を移動する際の物や子供のトナカイによる運びかたを実演してくれるこ
とになる。幸いまた天気が良くなって晴れてきた。 
草原をソリに荷物を積んでトナカイ２頭で引かせる、１頭のトナカイの背に荷物を積む、
別のトナカイに幼い子供を乗せる、大人２人がそれぞれ別のトナカイに乗ってそれらを先
導する、という実演であった。トナカイには野生のものもおり、人間に飼育されているも
のも、近づくと普通は人を避けてしまうのはニワトリと同じだが、この運搬のための役畜 
トナカイが非常におとなしくて人に従順なのはよほどよく訓練されているのであろう。「馴
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 鹿」と書いて「トナカイ」と読ませるのは、元来このようによく馴らされたトナカイから
きているのではないだろうか。（写真 11） 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
←写真 11：トナカイのソリ 
 
 
 
ソリに大きな帆布を広げておいて一抱えほどの段ボール箱３個分ほどの荷物を積んで帆
布でくるみ、紐でソリにくくりつける。そのソリにトナカイ２頭をつなぐ。別のトナカイ
背の肩に近いところに大きな荷物を振り分けにして載せトナカイの腹へまわした帯でくく
りつける。トナカイの背骨は弱いので荷駄や鞍はトナカイの頸の後ろに近い部分に載せる
とされている。また別のトナカイに柔らかい鞍を付ける。この鞍は座布団状の物を結んで
左右に振り分けるだけのとは違い、馬鞍に似て前後に木製の半月型をした前輪（まえわ）、
後輪（しずわ）が付いている。しかし、やはり鐙（あぶみ）は無い。この鞍に女の子を乗
せその子の背中から毛布を着せるようにし、胸のところに大きな座布団状のクッションを 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
←写真 12：トナカイの背に乗った女
の子 
 
 
 
置き、子供がトナカイの背の上で安定するように身体の左右に細長い板を当てて紐で鞍の
前後の輪に固定する。（写真 12）さらに、最初に立ち寄った放牧地で我われが試乗させて
もらったのと同じようにして右手に持った木の棒（杖）を突いて大の男がトナカイに騎乗
し、両足でトナカイの横腹を蹴ってその動きを操つりながら、左手には女の子の乗ったト
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 ナカイの手綱をとって先頭に出る。もう１頭のトナカイに同じように騎乗した男が荷物を
載せたソリのトナカイの手綱を引いて続く。こうしてから、これらのトナカイが一列にな
って草地の上を進み始める。大きく円を描くようにして我われの前を数回まわって見せて
くれた。 
この一連の場面をみなそれぞれ熱心にカメラに収めた。ここでまた印象的だったのは、
これまでに旧ソ連で出版された書物に記述されたり図解して示されたりしていることが、
紐の結び方のような細かなことまで、そっくりそのまま現に行われていたということであ
る。道路がなくクルマの使えないこのような夏の放牧地と麓の集落との往復や放牧地での
宿営地の引っ越しには、伝統的な運搬・輸送手段が生きていることが分かる。 
宿営地の移動や秋に麓の集落へ帰る際にはこの人や物を乗せたトナカイの列の後を放牧
されているトナカイの大群が牧夫とイヌにコントロールされながら従って行くのだ。 
（雪を蹴ってトナカイゾリが走るというのは冬、凍った地面であまり深くない積雪の場合
のことだ。） 
このような模擬移動の実演ではなく、実際の移動の様子は、翌 94 年 7 月下旬、IN 氏が 
タイガ（北方針葉樹林）のエヴェンキ人のトナカイ遊牧民に同行して撮影している。そこ
ではソリは使っていない。 
 
宿営地の周辺で 
牧夫の少年に皮を撚って作った長い投げ縄の使い方を指導してもらいながら、Ｇ氏らが
試みている。遠くへ投げるだけでもなかなか難しそうだ。 
ポラロイドカメラで子供たちを撮ってやったが、そのインスタント写真をもらうとみな
大喜びだ。いつまでも自分の写真をもって時々それを眺めながら遊んでいる子もいる。 
現地の牧夫たちのテントが少し離れた場所にあった。モンゴルのゲルに少し似た円形の
白布の天幕だが、下半分はほぼ円筒形、上半分は円錐形で頂上に支柱の木の棒が 10 本ほ
ど突き出ていて、傍らには煙突も 1 本出ている。シベリア先住民の住居のタイプでいうチ
ュムなのかヤランガなのか、いずれにしても図鑑にあるように整った形ではないが、かえ
って風景に溶け込んだ柔らかさがある。ちょっと内部をのぞかせてもらうと各自のベッド
のあたる場所をカーテンで仕切って、真ん中にはストーブあるいは煮炊き用の炉があり、 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
←写真 13：居住用の天幕 
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 住居らしい雰囲気がある。この天幕から少し離れたところに細い木の棒を３本つないだ柱
が立ち、麓の村との連絡用の無線アンテナが張ってある（写真 13）。 
また、風が強くなって寒い。それでも雲間から時々日が射して天候は悪くない。体調が
回復した YO 君がこの谷の南側にある丘へ登ってみるといって凍土地帯にある特有の広い
湿地を横切って行く。私は同行するつもりはないが途中まで湿地の「ヤチ坊主」とよばれ
る草やコケがかたまりになって生えている箇所を飛び石のように伝わって歩いて行ってみ
た。ゴム長靴を履いていなかったので少し進むと水溜まりで足をずぶ濡れにしてしまいそ
うになり、長靴を履いて一緒にきた KO 氏に背負われて引き返す羽目になってしまった。
YO 君はやがてはるかかなたの丘（山と言うべきか）の上をあちこち歩きまわっているの
が見える。 
今朝起きた時には見あたらなかったトナカイの群が 12 時頃もどって来たが、４時過ぎ
に再び出て行った。この群の中には個人所有のトナカイもいて、ひとりで 100 頭から 200
頭持っているそうだ。雌が 100 頭いれば、年に 100 頭増える可能性もあるというが、必ず
しもそんなにうまくゆくわけではあるまい。 
気温が 22℃まで上がった。もう夕刻の５時頃になってから昼食だと言われる。食事の時
間がそれほどはっきり決まっていないのだろうか、夏は白夜で夜の時間になっても、いつ
までも明るいから、生活のリズムが我われの習慣とは違うのだろうか。トナカイ肉を細切
れにして入れた米の粥だった。 
７時ごろから、２㎞ほど谷を下った所へニンジンを取りに行くというので、ついて行く
ことにする。ニンジンとは「北方のニンジン」といって、一昨年、北極海沿岸へ行った際
に教えてもらった植物だ。高麗人参とは地上部分は異なるが、地下の根の部分はよく似て
いて曲がりくねった数本に枝分かれしている。乾燥させて保存でき、万病の薬になると称
されるものだ。ここでは同じ植物を золотой корень（「黄金の根」）と言っている。（写真
14） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
←写真 14：薬用ニンジン（根の
部分約 20cm）（イワベンケイ；
Rhodiola rosea） 
 
湿地を苦労して通過して、岩の多い崖が崩れかけた箇所へ着いた。何株かそのニンジン
が生えていた。凍土地帯の自然は脆弱だ。ここで植物を故意に根こそぎにしてしまうよう
な行為は現地の人の厳しい目を前にしてためらわれたが、全体がどうなっているのかを知
りたくて１株だけ、完全に掘り出させてもらい写真に撮る。そして、そっくり案内してく
れた人にあげた。帰りには湿地を長靴履きの KO 氏にまた背負ってもらって通過すること
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 になった。 
 
送別の宴での少数民族論 
8 時半頃、帰り着くと、我われの送別会だということで、たき火が燃えていた。我われ
は、相談の結果、この宿営地の人たちにお礼をすべきだということになり、ドルの現金と
Ｔシャツなどを贈ることにする。金額の多少は見当のつけようがなくて困ったが、屠殺し
てご馳走してくれたトナカイ、その他の食費やさまざまな好意についての YO 君の判断に
みなが賛成して金額を決めた。 
牧夫 2 人がなかなか帰ってこず、12 時過ぎにようやくみんなが集まって会が始まった。 
エヴェン風料理ということで、スパゲッティーにトナカイ肉の入ったのなどが出てきた。
M 女史の司会はなかなか良かったのだが、ご本人の挨拶が延々と続くのには、やや閉口す
る。我われは１人ずつお礼の挨拶をし、IN 氏が持参のウイスキーを一口ずつ回す。 
若い牧夫の１人の挨拶に、日本、アメリカの少数民族問題はどうなっているか、若者は
何に関心があるのか、といった質問があった。ソ連崩壊後、エヴェン人たちもこの問題に
ついて、はっきり自分たちの意見を出すようになっているであろう。KO 氏が日本のアイ
ヌ問題について話し、G 氏がインディアン、エスキモーの問題について話す。 
もう、2 時近くになって、みなで輪になってエヴェンの踊りとヤクートの踊りを踊る・・ 
夜中の最低気温 4.9℃。無風だがかなりの雨降りになる。 
 
7  迎えのヘリコプター 
８月３日  8.9℃ 
 10 時、起床。持ってきたテントは薄すぎたが、防水は完璧で、下に敷いたシートからの
水の浸み出しもなかった。 
  雨が止んだので、KO 氏と川へ行って顔を洗う。冷たい！ 
  11 時頃、朝食。ひどく甘いバター入りの粥が出された。これは сибирская язва（炭疽）
によいとかいう話だが、よく分からない。 
  まだ濡れているテントを残して寝袋とマットを巻いてたたむ。寝袋には各自のイニシャ
ルをフェルトペンで記入する。 
この宿営地のみなさんへとして、班長にお金とＴシャツ、ボールペン、日本手ぬぐいを
贈る。 
２時半、突然、南の山の向こうからヘリコプターが飛来するのが見えた。大急ぎでテン
トをたたむ。また少し雨が降ってきた。 
着陸したところで、荷物を手分けして積み込む。 
天幕（バラガン）へ行ってしばらくすると、３人のヘリの搭乗員がやってきた。アエロ
フロートの制服を着た長身の白人たちが天幕の中へろくな挨拶もなく入ってきて、いきな
り座りこんだ。私には何かその場には異質な人間の突然の出現のような感じがした。しか
し、もともと彼らとここの牧民たちとは懇意の間柄だったのかもしれない。彼らは全く屈
託がなく、紅茶をすすりながらあれこれ大声でしゃべり、中の１人はコンデンスミルクを
缶から大さじに何杯もすくっては舐める。我われもさめた紅茶をもらいブリン（薄焼き）
をつまみながら話に加わる。そのうちにトナカイ肉がたくさん入った熱いスープが出され
た。これは実に旨い。 
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←写真 15：記念撮影に集まる 
 
 
 
ヘリの横にみんな集まって、記念写真を撮る。いよいよお別れだ。（写真 15） 
3 時 15 分、発進。天候はおだやかで 45 分ほどするとバタガイアリタに着く。ここで同
行してくれた人たちが降り、我われが借りたコートや毛皮の帽子を返す。 
来る時には、バタガイからこのバタガイアリタ（サクルィル）まで複葉機だったが、こ
のヘリがこのままバタガイまで往路と同じ料金で飛んでくれるというので、ありがたく乗
せてもらうことにする。 
 
8 バタガイで一泊、ヤクーツクへもどる 
空港は青空が 6 割、無風。物音もせず暖かだ。空港の横にある木造 2 階建てのホテルと
名の付いたところへ案内される。3～4 人部屋で鍵もない。 
バスで 5 ㎞ほど離れた町の中のレストランへ夕食に行ったが、8 時の閉店間際でハンバ
ーグ風のもの、菓子パン、コンポート、紅茶があっただけであまり旨くない。 
帰りは徒歩かとおもったが、まだ、バスがあった。 
砂山のような丘の麓に出入り口のようなものが見えたのは何かとたずねると、冷蔵所と
のこと。ここも地下の永久凍土層を利用しているのだろう。この付近は北半球の寒極とい
われ、真冬には－70℃近くにもなるヤナ川上流の都市（ヴェルホヤンスク）がある盆地だ。
冬、快晴無風の際、放射冷却によって極端な低温になる。一方、夏は＋36℃をこすことが
あるという極端な大陸性気候の地域であり、年降水量は 160 ㎜程度だ。（この一帯での最
低気温の記録は、この南東にあたるインジギルカ川上流のオイミャコンでの－71.2℃とさ
れる。） 
ホテルへもどって湯をもらい、インスタントコーヒーを飲む。 
風呂もシャワーもないが、テントよりはましだ。夜、10 時になっても日射しがあり気温
は 18℃。隣の部屋の 3 人は、いつまでもコーヒーでダベっているらしいが、こちらは早め
に寝る。 
 
8 月 4 日 
6 時起床。室内 18℃、快晴無風。近くの столовая（食堂）で昨晩と同じような朝食。
空港へ行って、９時半、搭乗手続きが始まる。Ｘ線による荷物検査を若い男が１人でやっ
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 ていて、なかなか時間がかかる。 
10 時半、搭乗。また、プロペラ機で荷物は乗客が機内の前の方の荷物室へ運び込んでか
ら、後ろの方の反対側の搭乗口へまわって搭乗する。ヤクーツクへ向かってヴェルホヤン
スキー山脈を横断して飛んでいるのだが、雲が多いのと飛行機の窓がよごれているのとで
ろくに景色が見えない。 
12 時半、ヤクーツクへ時計を 1 時間もどして 11 時半着陸。プレジデント・ホテルへ帰
り着く。KA 氏に無事に帰ったことを伝えるため電話する。氏は明日、日本へ夏休みで帰
国するので忙しいとのことだった。 
早速、シャワーと洗濯。湯が出ず水だが気温が 26℃ほどあるので、さほど気にならない。 
S 氏と M 女史がやってきて、明日は一日休養日にしたいとのことだ。２人もいれてみなで
相談し、北方民族問題研究所を訪ねるのと図書館へ行くのと２組に分かれて過ごすことに
する。 
また、ジリジリと暑いこのレナ川周辺の日々がはじまることになるだろう。 
 
9 おわりに 
 私のメモはまだまだ続いているが、これ以後はたいしたハプニングもエピソードもない。 
 レナ川流域の広い草原（トイマダ・ステップ）でのヤクート（サハ）人の牛馬牧畜に関す
るさまざまな事象の見学、聞き取り、レナ川での漁労の断片的な見聞、ヤクーツク西方の
タイガ（北方針葉樹林帯）でのトナカイ飼育（山火事があったそうで、ほとんどのトナカ
イを他へ移したあとであった）、湖での漁獲の方法などの見聞などなどを淡々と続けたので
あった。 
最後に、この調査旅行が実現するまでのエピソードを少し加えておこう。 
この前々年（1991 年）の夏に行ったシベリアにおける現地調査の可能性を探るための予
備調査の際、ヤクーツクの民族学研究所の所長に会う機会があり、所長から共同調査のた
め英文でプリントされた招待状をもらった。それは、とくに私のために書かれたものでは
なく不特定の外国研究者ないし研究機関との共同研究への呼びかけの文書であった。 
それでも、帰国後、せっかくもらった招待状をそのまま反古にしてしまうのは、もった
いないと考え、思いつくままに何人かの北方に関心のありそうな民族学・人類学研究者に
それを紹介して、調査団を作ってはいかがかと提案した。私自身がそれをやる意志はなく、
あくまでも私は個人でささやかな調査研究を続けたいと望んでいた。 
ところが、調査団を作って主宰することをどなたも固辞された。ロシア語は知らないか
らとか、もう定年が近いからという理由であった。おまけに、おまえがやらなくてどうす
るか、といったご意見を寄せられる方々もおられた。 
ついに私が自分でやるしかなくなった。近くの大学にいる KO 氏、２年前のヤクーチア
における予備調査を共にした北海道の FU 氏が、それぞれの経験をもとに当時の文部省へ
の研究費の申請書の作成方法、申請金額の決め方などを教えてくれた。 
作文そのものはきらいではなかったから、今や急速に変貌しあるいは失われつつあるシ
ベリアの少数民族の伝統文化を現地調査することは緊急の課題であるという趣旨の文章を
つづった。しかし、その一方で、こんな大それた調査目的を書いてそれに価する調査が出
来るものだろうか、予想される経費を算出したが、もし、そんな多額の調査費をもらって
も、そのとおりに使えるのだろうか、といったためらいがあった。 
調査団のメンバーは KO 氏のアドバイスによる方々と私の知っているモスクワ留学中と
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 東京の各大学院生にした。シベリアないしアラスカ研究のベテラン、シベリアに強い関心
をもち本格的な研究をこれからしたい、という人たちであった。年度によって出入りはあ
ったが、北海道から関西まで、それにアメリカの大学、研究機関に在任、在学中の研究者
である。いずれもシベリアの現地は踏んだことがないという共通点があった。私も自然環
境を中心にしたシベリア調査は現地でもしていたがシベリアの少数民族、とりわけトナカ
イ遊牧民には、長年会いたいとの想いがありながら、その機会には恵まれていなかった。 
この研究費は１回の申請では、まず、採択されないだろうと言われていたので、ある意
味で安心していましたところ、1993 年の 1 月になって、採択されたとの通知をもらった。
申請額にくらべて予算は少し減額されていた。その結果は、最初に書いたとおりである。  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
後記： 
本誌の２号にわたり、私の紀行文を掲載してくださった千葉大学ユーラシア言語文化講
座の先生方に心からお礼申し上げます。元々この文は個人的な見聞記として書いたもので
あり、ごく一部の知人にＣＤ版にしてお見せしたまま、厳密な校訂もしないままに放置し
ていました。掲載に際して、懇切丁寧な校訂をしてくださった吉田睦教授にはとくに感謝
しています。 
これらの紀行の時からすでに２０年もが過ぎており、ロシアの社会・経済情勢は今では
大きく変貌し、ここに書かれている多くの事柄が、今では昔語りになっているようです。
また、この旅行の際に現地の案内などでお世話になった人びとの中にはご夫妻ともすでに
亡くなられたなど、すでに故人となられた方々が何人もおられ、哀惜の念にたえません。 
調査参加者につきましては、当時の研究者の多くが私を含めてすでに職をはなれていま
すが、助教（当時は助手）や大学院生であった皆さんは、今や 現役の大学や研究所の教授
級研究者として、当時とは比べるべくもない精緻で広範な調査・研究を進めています。９
年ほどに及んだ一連の調査旅行がその契機になり得たことと思っています。  
2013 年 4 月  筆者 
 
 
 
＊編者注： 写真：（ ）を付したもの以外は著者の撮影。なお、前号掲載のⅠ、本号掲
載のⅡともに写真は元原稿ではカラーです。 
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （さいとう　しんじ） 
 The Research Travel to Russian Far East in 1990’s 
Part II: Visiting to the Reindeer Herding Pastures 
 
Saito Shinji 
 
   This is the second part of diaristic memo, compiled by field note and photographs, 
recorded during author’s field work in Russian Far East in early 1990’s. Part II is the 
record of the first Japanese ethnological research after the World War II on the 
reindeer herders in Yakutiya (now Sakha Republic) in summer, 1993. 
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